
「日本循環器学会 2025年度 心不全療養指導士 認定試験」
作業療法士 唐牛理達さん が見事合格！！！
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心不全療養指導士とは？
心不全は患者自身により予防可能な

面が多い疾患である事から、患者本人
及び家族などの介護者に正確な知識と
技術を身につけて頂き、発症・増悪予
防のためのセルフケアと療養を継続し
て頂く事を支援する資格です。
また、個々の医療専門職がそれぞれ
の専門領域だけで適切な療養指導を実
施する事は困難かつ非効率的であり、
多職種との連携さらには地域医療との
連携も必要であり、心不全療養指導士
はこのような患者中心のチーム医療の
キープレイヤーとなる事を期待されて
いる資格でもあります。

資格取得までの流れ
4/1～日本循環器学会入会
4/1～7/25 eラーニング受講
6/1～7/31 オンライン申請
＊期日内に症例報告5例を登録

8/1～8/10 書面にて関連書類を提出
11/10頃 書類審査の合否発表
12/第3日曜日（例年） 認定試験
翌年：3月頃に認定試験の合格発表
＊認定後は5年毎の更新

今後の展望
現在心不全患者が100万人いると推計され
ておりますが、超高齢化の進行により少なく
とも2035年まではさらに増え続けると想定さ
れ、「心不全パンデミック」と呼ばれており
ます。この困難な時代を医療職として乗り
切っていく為に、他職種でも心不全療養指導
士の仲間を増やし、当院の強み・特色とする
だけでなく、地域の方・他医療機関に頼られ
る存在へと進んでいきたいと思います。

他病院との連携
青森県では、県内

の医療従事者・医療
機関と連携し、心不
全患者のシームレス
な移行期支援や地域
での活動状況共有等
を目的に、年に数回
心不全療養指導士
network meeting
を実施し、県内の各
会場を繋ぎ学習会や
意見交換等を行って
おります。

～診療報酬改定に関して～
2026年度診療報酬改定で、「心不全再
入院予防継続管理料」が新設されまし
た。入院中に運動療法（つまり心リ
ハ）を実施している患者で、多職種で
心不全の再入院予防について取り組ん
だ場合算定するものです。
心不全療養指導士や心臓リハビリテー
ション指導士などを中心に多職種で心
不全指導を行うことが今後重要視され
ています。

当院初！


